
北秋田市農業委員候補者　最終発表（受付順） 

 

個人で応募した人の状況（令和 8年 4月 30 日現在） 

 
No.

応募者

 
氏　名 職業 年齢 性別 年　月 職名・役職等 農業経営の状況

認定農業者

であるか否

かの別

応募理由

 

１

 
三浦　米藏

 
農業

 
76

 
男

 
S43～H7 
S43～現在 
H25～現在 
H25.3 
H26～R2.1 
H28～現在 
H28～現在 
H29～R2 
H29～R2

 
奥山建設株式会社勤務 
就農 
秋田たかのす農業協同組合の理事選考委員 
北秋田市森吉除雪センター退職 
巻渕自治会長 
根森田地区の総代 
根森田地区の森林組合 
森吉町活性化協議会副会長 
根森田大部落自治会長

 
稲作（あきたこまち）　　　20a 
畑作（大豆）　　　　　　　1ha 
年間農業従事日数　　　 120 日

 
－

 
　農業の活性化の為、今のままでは農業は駄目になると思い、誰でも出来

る農業を目指して応募しました。よろしくお願いします。

 
２

 
佐藤　稔

 
農業

 
60

 
男

 
H23.7～H26.7 
H27.6～現在 
H25～H29 

 
北秋田市農業委員 
北秋田市農業委員 
あきた北央農業協同組合 理事

 
稲作（主食用米）　　　　　21ha 
その他（菌床しいたけ） 4K×27K 
年間農業従事日数 　　　335 日

 
○

 
　農業者の代表として地域の課題解決、遊休農地の発生防止や地域の相談

役となれるように頑張りたい。

 

３

 
堀部　聡

 
無職

 
73

 
男

 
S50.4 
S52.4～H25.3 
H26.5～現在 
R2.7～現在 
R4.4～現在 
R7.4～現在

 
秋田県臨時職員 
鷹巣町職員～北秋田市職員 
秋田県農業会議嘱託調査員 
北秋田市農業委員 
北秋田地区交通安全協会第二支部 支部長 
大町自治会副会長

  
－

 
　平成 26 年 5 月から秋田県農業会議の委託を受け、県北地区の事業所を

訪問して、新規就農者の現況確認業務を行っていますが、この取り組みや

これまでの経験を活かし、農業分野以外の者の中立委員として、新規就農

者の発掘や若手農業者への支援活動をはじめ、地域計画の達成に向けて、

農業者に寄り添った活動に尽力させていただく所存で応募しました。

 

４

 
武田　響一

 
事務

 
75

 
男

 
S48.4～H19.3 
H19.4～H29.3 
H25.4～現在 
H29.6～現在 
H31.4～現在

 
一般社団法人秋田県林業コンサルタント勤務 
同秋田県林業コンサルタント嘱託 
農事組合法人薬師ファーム総務担当兼労務員 
今泉農地整備協議会事務局長 
今泉資源保全会　代表

 
年間法人業務日数　　　　80 日

 
－

 
　令和 5 年に始まった地区内の水田区画 10a 区域の「今泉地区農地中間管

理機構関連ほ場整備事業」も終盤の仕上げ調整段階で、事業の営農計画と

した持続的な地域農業を目指し生業とできる後継者の育成も 2 法人の統

合で始動した。一方、S53 年に整備された米代川沿いの一大ほ場 35ha で

は用排水施設等の老朽化が進み、年々維持管理の負荷が増大している。そ

のほ場整備事業に向けた条件整備を推進したい。

 

５

 
小塚　宗博

 
農業

＋ 
団体

職員

 
75

 
男

 
S49.12 
S50.10～H28.3 
H28.4～H30.3 
H30.4～R5.3 
R5.4～現在 

 
就農（北海道） 
大館圏域ふくし会で勤務 
ケアタウンたかのす勤務 
タクト福祉部勤務 
秋田民生協会（本部）でパート勤務

 
稲作（こまち R）　　　　 3.8ha 
畑作（大豆）　　　　　　3.8ha 
年間農業従事日数　　　 210 日

 
○

 
　自分の家族や地区を支えた農地の存在感がどんどん失われていき、地域

のコミュニティも崩壊寸前の昨今、農林業の元気が地区の元気に直結して

いると思われるので、農地について学び、理解を深め、微力ながら頑張っ

て将来の若者にやる気と元気を取り戻すと共に未来へつなげたい。

 

６

 
佐藤　邦久

 
農業

 
76

 
男

 
S21.12 
S43.4～現在 
H28.4～現在 
H28.6～現在 
H29.4～現在 
R2.7～現在 
R7.4～現在 
R7.7～現在

 
秋田県信用組合退職 
就農 
小森自治会会長 
小猿部地区資源保全委員 
大館北秋田森林組合総代 
北秋田市農業委員 
沢口地区連絡協議会　会長 
七日市保育園　理事長

 
稲作（水稲）　　　　　　0.9ha 
年間農業従事日数　　　 150 日

 
－

 
　周辺集落は高齢化が進み、それに伴い遊休農地が目立っている。非農地

の防止、遊休農地等の解消に向けて農業者の代表として地域の課題解決に

努力していきたい。



  

北秋田市農業委員候補者　最終発表（受付順） 

 

個人で応募した人の状況（令和 8年 4月 30 日現在） 

 
No.

応募者

 
氏　名 職業 年齢 性別 年　月 職名・役職等 農業経営の状況

認定農業者

であるか否

かの別
応募理由

 

７

 
櫻井　豊

 
農業

 
43

 
男

 
H13.4～H15.3 
H15.4 
H27.4 
R3.2～現在 
R5.7～現在

 
秋田県農業試験場研修 
就農 
(農)豊輝ファーム設立 
(農)豊輝ファーム代表理事 
北秋田市農業委員

 
稲作（あきたこまち）　   55ha 
畑作（牧草）　　　　　　  3ha 
年間農業従事日数　　　 260 日

 
○

 
　耕作放棄地や遊休農地の解消に努めたい。

 

８

 
長岐　正

 
農業

 
69

 
男

 
H5～現在 
H13～R4 
H26～現在 
H27～現在 
R7～現在

 
就農 
秋田県指導農業士 
北秋田市農業委員 
JA 秋田たかのす理事 
北秋田市鷹巣地区認定農業者会会長

 
稲作（主食米）　　　　　10.6ha 
畑作（そば）　　　　　 11ha 
年間農業従事日数　　　 200 日

 
○

 
　農業人口の減少で農地の保全や管理が困難な状況になりつつあります。

私はこれまでの農業士としての経験を活かし、担い手の育成や農地の利用

集積、遊休農地対策、新規就農者対策に更に目を向け、地域農業の発展に

貢献していきたいと考えております。

 

９

 
澤藤　匠

 
農業

 
39

 
男

 
H18.4～現在 
R2.7～現在 
冬期間

 
就農 
北秋田市農業委員 
市、県道の道路除雪

 
稲作（あきたこまち）　　 1.5ha 
畑作（果樹・りんご）　 　1.3ha 
年間農業従事日数　　　 250 日

 
○

 
　現在何気なく耕作できている農地の有り難さや、今後も維持管理してい

く事の大変さを目の当たりにした事で、北秋田農業の繁栄の手助けとなる

活動を委員としてやっていきたいと感じたから。

 

10

 
中嶋　力蔵

 
農業

 
79

 
男

 
S50.4～S53.3、S56.4～H3.3 
S59.7～H2.7 
H4.7～H17.3 
H17.3～H26.3 
H17.4～H18.3 
H29.7～現在

 
鷹巣町行政協力委員 
鷹巣町農業委員 
鷹巣町議会議員 4 期 
北秋田市議会議員 3期 
北秋田市農業委員（議会選出） 
北秋田市農業委員

 
稲作（あきたこまち）　4.955ha 
畑作（一般野菜）　　　  0.5ha 
年間農業従事日数　　　 260 日

 
○

 
　秋田県は、農業県でもあり自分の人生を活かして再度頑張っていきた

い。よろしくお願いします。

 

11

 
藤岡　智洋

 
農業

 
42

 
男

 
R1～現在 
R4～現在 
R5.7～現在 

 
(有)藤岡農産 代表取締役 
秋田県農業法人協会 副会長 
北秋田市農業委員 

 
稲作（水稲）　　　　　　　90ha 
年間農業従事日数　　　 320 日

 
○

 
　北秋田市の農地管理や耕作放棄地の解消に貢献したい。

 

12

 
佐藤　利子

 
農業

 
69

 
女

 
S52.3～現在 
H5～現在 
H23.7～現在 
H29.4～現在 
R6.4～現在

 
秋田県立農業短期大学農業科卒業後、就農 
鷹巣町農業協同組合総代、同畑作部会監事 
北秋田市農業委員 
JA 鷹巣町青色申告会会長 
鷹巣地区認定農業者会副会長

 
稲作（主食米、加工米）　　5.3ha 
畑作（べいなす、かぼちゃ） 
　　 　　　　　　　　　0.7ha 
年間農業従事日数　　　 300 日

 
○

 
　ここ数年、米価の乱高下・資材高騰を受けて、不安な情勢が続きます。

いち農業者として、農家の不安を聞いたり、また農業委員として、情報提

供をできるように日々研さんを重ねたいと思い、応募いたします。 
どうぞ宜しくお願いいたします。"



北秋田市農業委員候補者　最終発表（受付順） 

 

個人で応募した人の状況（令和 8年 4月 30 日現在） 

 
No.

応募者

 
氏　名 職業 年齢 性別 年　月 職名・役職等 農業経営の状況

認定農業者

であるか否

かの別

応募理由

 
13

 
若松　一幸

 
農業

 
57

 
男

 
H3.4～H19.3 
H19.4～現在 
H24.4～現在 
H26.7～現在

 
秋田県職員 
農業 
株式会社みそらファーム代表取締役 
北秋田市農業委員

 
稲作（主食用水稲）　　 　60ha 
畑作（大豆・そば）　　　 20ha 
年間農業従事日数　 　　250 日

 
○

 
　農地利用の最適化活動を通じて、地域の農地を守るとともに、地域農業

の振興発展に寄与したい。

 
14

 
鈴木　豊 

 
農業

 
42

 
男

 
H24 
R2.7～現在 
 
 

 
就農 
北秋田市農業委員

 
稲作（水稲）　　　　　　22.5ha 
畑作（大豆）  　　　　　　8ha 
年間農業従事日数　　　 260 日

 
○

 
　地域農業、農地を守っていき、耕作放棄地の解消を進めていきたい。

 
15

 
長岐　一志 

 
農業

 
70

 
男

 
H20.4～現在 
H23.11～R1.10 
H24.6～R7.6 
H29.7～現在

 
就農 
北秋田市民生児童委員 
JA 秋田たかのす役員 
北秋田市農業委員

 
稲作（水稲）　　　　　　　6ha 
畑作（そば）　　　　　　　3ha 
年間農業従事日数　　　 250 日

 
○

 
　北秋田市の農業、農村を守りその健全な発展に寄与すべく委員活動に力

を注ぎたい。

 
16

 
佐藤　篤史

 
農業

 
62

 
男

 
H6～現在 
H14～H17 
H17～現在 
H28～ 
H1～R6

 
就農 
旧合川町農業委員 
北秋田市農業委員 
農業指導士 
秋田たかのす農業協同組合理事

 
稲作（水稲、転作大豆）　　36ha 
年間農業従事日数　　　 280 日

 
○

 
　北秋田市の農業が抱える担い手不足や耕作放棄地の増加といった課題

の解決に貢献できるよう、これからも微力ではありますが、力になりたい

と考え応募しました。現場の声を丁寧に拾い上げ、農地の適正な利用や新

規就農者へのスムーズな経営継承、地域農業の維持、発展に貢献できるよ

う頑張って参ります。

 
17

 
出川　信久

 
農業

 
64

 
男

 
S60 
H21.2 
H21.2～現在 
R5.7～現在

 
就農 
農事組合法人ぬかさわ設立 
農事組合法人ぬかさわ代表 
北秋田市農業委員

 
稲作（水稲）　　　　　　70ha 
畑作（にんにく、大豆、そば） 
　　　　　　　　　　　  50ha 
年間農業従事日数　　　 300 日

 
○

 
　地域農業の現状として、従来からの人材難に加え、離農者の増加による

遊休農地の拡大や近年の温暖化による災害の激甚化等、農業については課

題が山積しております。 
このような状況の中で地域農業を守るため、農業委員の一員として問題

解決のため尽力したいと思い、引き続き応募させていただきました。

 
18

 
伊東　誠子

 
農業

 
73

 
女

 
S53.7～H2.3 
H3.12～H16.3 
H16.4～現在 
H24.4～H28.4 
H26.7～現在

 
阿仁町農協職員 
秋田工業㈱勤務、兼業農家 
専業農家 
北秋田市高齢者福祉事業運営委員 
北秋田市農業委員

 
畑作（果樹(りんご)）　　1.8ha 
年間農業従事日数　　　 200 日

 
△

 
昨年より遊休農地の解消に向け、農地を借り活動に取り組んでいます。

結果、作付けできる実る農地へと課題解決することができました。 
今年もまた、新たな遊休農地を借り取り組んでいる最中です。活動を

始めたばかりであり、もう少し遊休農地解消に向け、活動したいと思っ

ています。

 

19

 
佐藤　整

 
農業

 
66

 
男

 
S52～S63 
H1～H12 
R5.7～現在 

 
秋田ヰセキ農機㈱ 
鷹巣病院看護師 
北秋田市農業委員 
小田自治会長、小田集落営農生産組合長 
綴子地区農地水環境保全副代表 
土地改良区、農業共済役員

 
稲作（水稲）　　　　　　 11ha 
年間農業従事日数　　　 200 日

 
○

 
　農業者の高齢化、後継者不足の受け皿となり、農村風景を守っていきた

い。



北秋田市農業委員候補者　最終発表（受付順） 

 

個人で応募した人の状況（令和 8年 4月 30 日現在） 

 
No.

応募者

 
氏　名 職業 年齢 性別 年　月 職名・役職等 農業経営の状況

認定農業者

であるか否

かの別

応募理由

 
20

 
佐藤　茂延

 
農業

 
78

 
男

 
S41.4～現在 
H7～R6 
H8.7～現在 
H13.2 
H29.1～現在

 
就農 
鷹巣地区認定農業者会会長 
北秋田市（鷹巣町）農業委員 
秋田県指導農業士 
坊沢地区自治会会長

 
稲作（水稲）　　　       26ha 
畑作（ネギ）　　　　　　0.46ha 
年間農業従事日数　　　 270 日

 
○

 
　大規模農業や法人化が叫ばれて久しいが、地域農業を守るのは、地域に

住む様々な農業者ではないだろうか。仲間と共に地域の農業、農村の発展

に向けていく決意です。

 
21

 
宮本　昌子

 
農業 
＋ 
自営

業

 
39

 
女

 
H21.4～ 
R3.10～ 

 
理学療法士として大館市内の高齢者施設で勤務 
就農「ふかさわファーム」として活動

 
畑作（ししとう、山の芋、いん

げん他）　　　　　　    0.9ha 
農産加工品、販売等 
年間農業従事日数　　　 240 日

 
○

 
　自身の就農時に農地確保で苦労した経験から、農地利用の課題や仕組み

に関心を持ちました。これから農業に関わろうとする方が安心して一歩を

踏み出せるよう、支える側として地域に関わりたいと考え、応募いたしま

した。

 
22

 
小笠原　千春

 
無職

 
68

 
男

 
H28.3 
H31.1～R6.12 
R5.7～現在 
R7.1～現在 
R7.8～現在

 
北秋田市職員退職 
増沢自治会役員 
北秋田市農業委員 
増沢自治会会長 
北秋田市明るい選挙推進協議会委員

  
－

 
　農業や農地を取り巻く情勢は厳しいですが、少しでも良い方向へ行くよ

う、市の職員として農政に携わった経験を活かしながら、地域の調整や行

政とのパイプ役などとして貢献したいと思います。

 

23

 
宮腰　文義

 
農業

 
75

 
男

 
H21.3 
H23.6～H25 
H23.6～現在 
H28.1～R5

 
鷹巣町農業協同組合退職 
北秋田農業共済組合理事 
北秋田市農業委員 
品類自治会会長

 
稲作（水稲）　　　　　　2.3ha 
畑作（飼料作物）　　　　1.7ha 
畜産（黒毛和種）　　　　　3頭 
年間農業従事日数　　　 360 日

 
○

 
　中山間地域地区は、ここ数年集中豪雨により、農地、用排水路への土砂

の流入、揚水機の冠水、更には堤防の決壊により、自己保全面積が増えて

います。これにより遊休農地も増えているのが現状です。これまでも、遊

休農地の解消に努めてきましたが、これからは、より一層尽力していかな

ければ非農地が増えていくので、増やさないよう努めていきたいと思いま

す。

 
24

 
野呂　義久

 
農業

 
64

 
男

 
H19～現在 
H25～現在 
H30～現在 
R5.7～現在

 
前山地区保全会役員 
就農 
前山自治会役員 
北秋田市農業委員

 
稲作（あきたこまち R、めんこいな） 
　　 　　　　　　　　　2.0ha 
畑作（そば）　　　　　 2.5ha 
年間農業従事日数　　 　210 日

 
○

 
　地域の農地を守りたい。


